
社会実装の姿 京都大学、物質・材料研究機構、土木研究所

ターゲットユーザー
・道路管理者，自治体，国

ユーザーベネフィット
・軸力のモニタリングが簡易
な手法で，長期間可能に
なる。

差別化のポイント
・光ファイバセンサを
導入することで機械的な
故障が生じなくなる。

進捗状況 原理・検証 技術開発 実証・事業化前

（開発ステージ） ○

フェーズⅡ以降の取組

革新材料を使用した支圧板の実用化について，基礎データの取得から実装的な検討を
進めるとともに，高付加価値材料とするためのセンシング技術の開発を継続的に進める。

3-①-c マクロレベルの信頼性評価

1. 異方性を考慮したAEトモグラフィ法の開発

波線追跡法を基本
とし，解析上で波
線の角度に応じた
スローネスを与え
た。

2. 革新材料のヘルスモニタリング手法の検討

光ファイバセンサ埋込
型支圧板を試作し，静
的載荷試験を実施した
結果，
光ファイバセンサにより
得られたひずみは電気
式ひずみ計で計測され
たものと同適度になるこ
とが確認された。

3. 光ファイバセンサによる動的計測の検討

4. 損傷評価に関わる可視化方法の検討
FRP引張試験で破
壊に至るまでに生じ
たAEと速度構造は，
表面ひずみ分布と
整合しており，損傷
個所と非損傷個所
を可視化できた。

FBG-WDM方式の
光ファイバセンサで
FRP材料の破断寸
前の破壊で生じた
波に関して，AEセ
ンサと同調した波
長の変化を検出で
きた。

大学での成果

フェーズⅠの成果


